【後悔する前に】
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この話は,一年前の出来事･･･[image: image2.png]



　「ごめん。ごめんね･･･」
徹は私より二つ年上で22歳。付き合って2年目,彼は私の友達の優と浮気をした。酒に酔った勢いという,どこにでもいるような男の言い訳に腹が立って仕方がなかった。

「もういい！何も聞きたくない！」
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　部屋のドアがこんなにも悲しく響く日が来るとは,出会った頃は思ってもみなかったのに･･･。[image: image3.png]


　

私は小さな製薬会社で事務をしている,藤川七海。東京で暮らし始めてすぐに徹と付き合ったから,一人暮らしがこんなに寂しいことに気づかなかった。あのケンカから一週間かぁ･･･。徹は毎日電話をくれる。だけど,信じていた彼からの裏切りの行為を許す気にはまだなれなかった。許すというより,前のようにまた笑っていられる自信がなかった。一緒にいると,徹と優のことを思い出して,平静でいられるはずがないと思っていた。
　あれから,断ってきた残業も引き受けるようになった。徹といた時は,二人の時間を大切にしたくてなるべく早く帰るようにしていたのだ。
[image: image9.png]


[image: image10.png]


「最近,七海ちゃん働くねー」
　男性上司はそう言いながら仕事を持ってくる。
「前から働いてたっつうの･･･」

「ん？何か言った？」

「いえいえ,これも今日中に終わらせておきますね」

愛想笑いも得意になっていた。なんなら履歴書の特技に書きたいところだけど･･･。

「七海今日時間ある？」

　仕事も片付き,そろそろ帰ろうとした時,声をかけられた。私より1つ年上の先輩,夢島楓。彼女は私を妹のようにかわいがってくれて,私も姉のように慕っていた。当然,徹との諍いについても知っている。

「今日ですか？」
「そう。最近暗い顔していたからさー。飲みにでも行かない？」[image: image4.png]



　暗い顔･･･。自分では気づかなかった。愛想笑いが得意でも,気持ちが顔に出ちゃうような人は女性として魅力がない。

「気持ちは嬉しいんですが,今日は帰ります。ゆっくりお風呂にでも入って充電してきます。[image: image11.png]


暗い顔なんてしていたら幸せが来ないですからね」

「そう？なら今度ね。早く徹くんと早く仲直りしなよ。
七海の元気の源は徹くんなんだから。」

　彼女の笑顔は嫌なことを包み込んでしまう力がある。
だから,男の人も放っておかないのだろう。

「考えてみます」

　私も彼女の真似をしてみたが,上手に笑えていないことくらい分かっている。
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渋谷の街は夜でも明るい。高校生か大学生か,とにかく若者が多い。高校を卒業してすぐに上京した私は,夜遊びという夜遊びをしたことがない。真っ直ぐ家に帰るつもりだったが,コーヒーが飲みたくなったので,ファーストフードのお店に立ち寄ることにした。

「由香,こないだの彼とどうなった？」

若者は声が大きい。どこにいても思うことだが,友達同士の会話ならもっと小さな声で話せばいいのに,聞いてくださいと言わんばかりに声が大きい。
「こないだの彼？ああ最悪！だって全然タイプじゃないんだもん！」
「はじめはあんなに楽しんでいたのにね」

「それは会うまでの話」

会うまで？会う前から知り合いってこと？勝手に会話に参加していろんな疑問が浮かぶのも私の得意分野の一つである。

「でもね,でもね。その後の人はすごーく素敵で,昨日ご飯ご馳走になったんだー」

「何をしている人？」

「銀行マンって言ってたな」

･･･って言ってたって･･･。知り合って相手の職業も分からなくてご飯食べに言ったの？

「お客様,コーヒーおかわりいかがですか？」

「･･･あっ,お願いします」
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気づくと空のカップを口にしていた。そんな私を見て,店員さんが声をかけてくれたのだ。なんとも変わった人だと思われたに違いない。
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「それで,出会い系はハマるでしょ？」　　　　　　

出会い系？この子たちはそんな簡単に出会い系にアクセスしているの？

「思ってた程お金もかからないし,危険な印象もないしね。嫌な相手なら連絡とらないようにすればいいだけだし。暇つぶしにもなるし,いいよね」
「会ってもさー,全部奢ってもらえるし,彼氏みたいにケンカしたり面倒なこともないしね」
そうなの？出会い系メールって,世間が心配する程危険なことじゃないんだ･･･。
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暗く重い扉が目の前に現れた時,簡単に開ける扉に替わることを私はまだ気づいていなかった･･･
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「メール･･･」[image: image6.png]
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徹>会って話がしたい。七海のこと本当に大切だから。

返信しようかしばらく考えた。携帯電話をただぼんやり眺めている
とさっきのお店にいた

子たちの会話を思い出した。･･･「出会い系はハマるでしょ？」

〈出会い系メール〉

携帯電話の画面の指示に従って,いつの間にか私はアクセスしていた。徹への返信のことは忘れていた。適当に登録すればいいのかな･･･。でも,嘘はつきたくないし,七海で登録しようっと。

　
　安易にアクセスしてしまった。

　－数分後－

12通の返信メールがあった。その中に,気になるプロフィールの人がいた。

>はじめまして。僕は小さいながらもレストランのオーナーをしています。飯野弘幸といいます。年は29歳で,仕事が忙しく女性と知り合うこともなかなかありません。良かったら,お友達になってくれませんか？

メールだけなら･･･と思い,返信してみることにした。

Re:私でよければお友達良いですよ。
Re:Re：よろしくお願いします･･･。

･･･････････････････

　彼とメールをするようになり,退屈だった毎日と,徹とケンカをしていたことを忘れていた。
「何だか最近楽しそうね。仲直りしたの？」

　楓先輩が声をかけてきた。

「仲直りはしてないですよ。実は･･･出会い系で知り合った人とメールをするようになって･･･」

「出会い系？大丈夫な感じのところなの？出会い系でもいろいろあって,危険なところもあるからね。私としては七海には危ないからやめて欲しいな。楽しいのは分かるけど･･･。騙されることもあるんだから。それに,最近は,出会い系で知り合った人との事件が多いの知らない？殺人事件とかストーカーとか深刻な事件にもなっているんだからね！」

「えっ･･･」

　まさか,と思った。まさか私がそんな事件に巻き込まれるとは想像もつかないし,彼がそんな人だとは思えない。でも･･･,メールをしているだけ。顔も知らなければ性格も知らない。Web上なら,偽りの自分を作り上げることもできる･･･。私は何を楽しいと思っていたのだろう。急に怖くなった。1週間とはいえ,毎日見たこともない人とメールをして,自分の思いや出来事を伝えていたことを考えると,かき消したくなるような気持ちに襲われた。
「そうですよね･･･」

「徹くんは七海がメールを返さなくても毎日連絡くれるんでしょ？許してあげたら？それに,今七海がしていることは,徹くんがしたことと似ていると思うけどな。徹くんに申し訳ないって思わない？」

　先輩の言葉が鋭く胸に突き刺さった･･･。

　もう止めよう。

>もう連絡はできません。

急に勝手なことを言っているとは分かっている。でも,こうするしかなかった。こうしたかった。

Re:どうして？

それ以降,私がメールを返すことはなかった。それでも毎日,私と連絡を取り続けたいというメールが一日に10件以上くるようになった。もう勘弁して欲しい･･･何でこんなことに手を出してしまったのだろう。怖くなっていた。彼は私を騙したりするような人ではないかもしれない。でも,やはり深入りすることは怖い。
(呼び鈴)

こんな時間に誰？まさか,この人,家を調べて･･･。ないとも言えない。
ドアののぞき窓から見えたのは,やさしい顔をした徹の姿だった。

「どうしたの？」

「どうしたのじゃないよ。いつまで経っても連絡くれないから心配になったんだ。ごめんね」

「うん･･･。あたしもごめんなさい」

「どうして謝るの？」

「･･･あたしね,徹と連絡をしない間･･･出会い系でメールをしていたの･･･」

「昨日知ったよ。夢島先輩が言ってた。だから心配になって来てみたんだ。そんなことに手を出させてしまったのは俺の責任でもあるし。もう止められた？」

「止めるって言ったんだけど,毎日相手から連絡がくるの。怖くて･･･」

「じゃあ,次連絡が来たら俺が返信してやるよ。そして七海は連絡先を変えること！いい？」

　それから,出会い系の恐怖から開放された。

個人情報に関わることは,本当に必要な時や,信頼している人にしか決して教えてはいけないことを身をもって感じた。

私が開いた扉は事件へとつながる扉だったかもしれない。今こうしていられることは,自分の過ちに気づかせてくれた仲間がいたからだと思っている。そして,大切な人に裏切られて悲しい思いをしたのに,私も同じように大切な人を裏切ってしまった。きっと自分のことも傷つけてしまっていたはず。
甘い言葉に騙されて,メールのやさしい嘘に騙されたかもしれないけれど,本当に大切なものは,近くにいる人のやさしさ･･･。嫌なことがあったり,どうしようもない思いになったりしてしまうこともあるけど,それから逃避してはいけない。私のように情報機器を利用して逃避するのなんてもってのほか。きちんと向き合っていかなければ･･･。　　　　　　　　　　　　　　　

　
あれから一年,私は警察官に転職した。
情報社会が浸透している現在,数多くのトラブルや事件で被
害を被っている人も多い。私のように安易に信用してしまって被害を受ける人々や,弱さにつけ込まれて被害を受けてしまった人々の力になりたいと思っている。

